
項 ⽬ 内 容

名称 シンバイオティクス [英]Synbiotics [学名]-

概要 シンバイオティクスは「宿主に健康上の利益をもたらす、『⽣きた微⽣物』と『宿

主の微⽣物によって選択的に利⽤される基質』の混合物」と定義され、プロバイオ

ティクスとプレバイオティクスを組み合わせたものを指す。プロバイオティクス、

プ レバイオティクス単独での情報については、それぞれの素材のページを参照のこ

と。

法規・制度 -

成分の特性・品質

主な成分・性質 International Scientific Association for Probiotics and Prebioticsにより「宿主に

健康上の利益をもたらす、『⽣きた微⽣物』と『宿主の微⽣物によって選択的に利

⽤される基質』の混合物」と定義されている (PMID:32826966) 。

分析法 -

有効性

ヒ

ト

で

の

循環器・

呼吸器

RCT︓海外

・妊娠後期の初産婦52名 (試験群26名、平均26.9±6.0歳、イラン) を対象とした

⼆重盲検無作為化⽐較試験において、シンバイオティクス (Lactobacillus  

sporogenes 1×10(7) cfu/g + イヌリン0.04 g/g含有) 9 g×2回/⽇を9週間摂取さ

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=32826966&dopt=Abstract


評

価

せたところ、⾎中脂質 (TG、VLDL-C) の上昇抑制、グルタチオンの低下抑制が認め

られた。⼀⽅、⾎中脂質 (TC、LDL-C、HDL-C、TC/HDL⽐) 、総抗酸化能に影響は

認められなかった (PMID:24271261) 。

消化系・肝臓 メタ分析

・2019年6⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験33報

(検索条件︓年齢≧18歳) について検討したメタ分析において、過敏性腸症候群患者

によるプロバイオティクスの摂取は、症状の重症度 (global symptoms score、17  

報) の改善、シンバイオティクスの摂取は腹痛 (3報) の改善との関連が認められた

が、プロバイオティクスについては試験によるばらつきが⼤きかった。⼀⽅、プロ

バイオティクスの摂取と腹痛 (25報) 、プレバイオティクスの摂取と症状の重症度

(3報) に影響は認められなかった (PMID:32190365) 。

・2018年2⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験34報

(検索条件︓年齢＜18歳) について検討したメタ分析において、急性下痢症の未成年

によるプロバイオティクスまたはシンバイオティクスの摂取は、下痢の期間 (27報)

、⼊院期間 (15報) 、発熱期間 (8報) 、嘔吐期間 (7報) の短縮、3⽇間の排便回数

(7報) 、3⽇間続く下痢の頻度 (12報) の減少との関連が認められたが、いずれも試

験によるばらつきが⼤きかった (PMID:31517810) 。

糖尿病・

内分泌

RCT︓海外

・メタボリックシンドロームの成⼈38名 (試験群19名、平均47.52±9.1歳、イラ

ン) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、シンバイオティク

ス カ プ セ ル ( プ ロ バ イ オ テ ィ ク ス (Lactobacillus casei 、 Lactobacillus  

rhamnosus、Streptococcus thermophilus、Bifidobacterium breve、

Lactobacillus acidophilus、Bifidobacterium longum、Lactobacillus bulgaricus)  

2×10 (8) cfu/個＋フラクトオリゴ糖250 mg/個含有) ×2回/⽇を28週間摂取させ

たところ、糖代謝マーカー (空腹時⾎糖、インスリン、HOMA-IR、QUICKI) 、⾎

中脂質 (TG、TC、HDL-C) の改善が認められた。⼀⽅、BMI、ウエスト径、⾎中脂

質 (LDL-C) に影響は認められなかった (PMID:24848793) 。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

メタ分析

・2020年11⽉までを対象に2つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験15報

について検討したメタ分析において、健康な⼦どもに対するシンバイオティクスの

摂取 (3報) は、気道感染症の発症リスク低下と関連は認められなかった

(PMID:34861367) 。

・2015年10⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験2報

について検討したメタ分析において、シンバイオティクスの摂取は、アトピー性⽪

膚炎の発症リスクに影響は認められなかった (PMID:26810481) 。

・2015年5⽉までを対象に5つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験4報に

ついて検討したメタ分析において、健常⼈によるシンバイオティクスの摂取は、IL-

6 (2報) の低下と関連が認められた。⼀⽅、CRP (3報) 、TNF-α (2報) との関連は

認められなかった (PMID:28793992) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ メタ分析

・2010年までを対象に13個のデータベースで検索できた無作為化⽐較試験25報に

ついて健康な満期出⽣児の成⻑を検討したメタ分析において、プレバイオティクス

(12報) の摂取は男⼥とも体重増加 (8報) との関連が認められたが、⾝⻑、頭囲の増
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加に関連は認められなかった。⼀⽅、シンバイオティクス (3報) 、プロバイオティ

クス (10報) の摂取は、いずれの項⽬とも関連は認められなかった

(PMID:23035863) 。

RCT︓海外

・2回⽬の出産をした授乳婦75名 (試験群37名、平均27.1±4.8歳、イラン) を対象

とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、シンバイオティクス (プロバ

イオティクス (Lactobacillus casei PXN 37、Lactobacillus rhamnosus PXN 54、

Streptococcus thermophilus PXN 66、Bifidobacterium breve PXN 25、

Lactobacillus acidophilus PXN 35、Bifidobacterium longum PXN 30、

Lactobacillus bulgaricus PXN 39) 2.0×10(8) cfu/⽇＋フラクトオリゴ糖394

mg/⽇含有) を30⽇間摂取させたところ、授乳婦の体重、BMI、エネルギー摂取

量、および乳児の年齢体重⽐の低下抑制、哺乳時間の延⻑、乳児体重増加量の上昇

が認められた。⼀⽅、乳児の年齢⾝⻑⽐に影響は認められなかった

(PMID:23480276) 。

・児のアレルギーリスクが⾼い妊娠36週の妊婦891名 (試験群445名、30.8±4.8  

歳、フィンランド) と出⽣児を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験にお

いて、プロバイオティクス (Lactobacillus rhamnosus GG 5×10(9) cfu、

Lactobacillus rhamnosus LC705 5×10(9) cfu 、 Bifidobacterium breve Bb99  

2×10(8) cfu 、 Propionibacterium freudenreichii ssp. Shermanii JS 2×10(9)  

cfu) 含有のカプセルを、⺟親には2回/⽇を出産まで、出⽣児には0.8 gのガラクト

オリゴ糖を加えて1回/⽇を6ヶ⽉齢まで摂取させたところ、出⽣児における5歳時で

のアレルギー性疾患の発症リスクに影響は認められなかった (PMID:19135235) 。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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